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### 主要ポイント 
- 日本企業の知的財産（IP）部門では、生成 AI が特許検索やポートフォリオ管理などのタ
スクに利用されている可能性が高い。 
- 具体的な事例は公開されていないが、トヨタやソニー、NTT などの大手企業が AI を積極
的に採用しており、IP 管理にも適用されていると推測される。 
- 政府の支援もあり、生成 AI は効率化とイノベーションを促進するツールとして注目され
ている。 
 
### 背景と概要 
日本企業の IP 部門では、生成 AI が特許文書の分析や IP ポートフォリオの最適化に役立つ
と考えられています。これにより、手動作業が減少し、戦略的な意思決定に時間を割けるよ
うになります。例えば、特許の新規性調査や競合分析に AI を活用することで、迅速かつ正
確な情報収集が可能になります。 
 
### 主要企業の動向 
トヨタは IT サービスデスクや車両設計に生成 AI を導入しており、IP 関連のタスクにも拡
張 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す  ([Toyota transforms IT service desk with gen 
AI](https://www.cio.com/article/1251333/toyota-transforms-it-service-desk-with-gen-
ai.html))。ソニーも AI 部門を通じてクリエイティブ分野で生成 AI を活用しており、IP 管
理にも関連する可能性があります ([Sony AI – unleash human imagination and creativity 
with AI](https://www.ai.sony/))。NTT は生成 AI の開発と実装に注力しており、IP 管理の
効率化にも寄与していると見られます。 
 
### 政府と市場の動向 
日本の経済産業省（METI）は、生成 AI アクセラレータチャレンジ（GENIAC）を通じて
AI 開発を推進しており、これが IP 部門の技術進歩を後押ししています ([Japan Generative 
Artificial Intelligence](https://www.trade.gov/market-intelligence/japan-generative-
artificial-intelligence))。また、白書によると、日本の企業の 46.8%が生成 AI を業務に利用
しており、その範囲は会議メモ作成から顧客サービスまで広がっています ([Japanese 
companies lag in AI adoption, white paper 
says](https://www.japantimes.co.jp/business/2024/07/05/companies/japan-firms-ai/))。 
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### 調査ノート：日本企業の知的財産部門における生成 AI の最新活用事例 
 
日本企業の知的財産（IP）部門における生成 AI の活用は、急速に進化する技術分野であり、
特許検索、ポートフォリオ管理、著作権管理などのタスクに大きな影響を与えています。以
下では、利用可能な情報に基づき、詳細な分析とトレンドをまとめます。 
 
#### 背景と文脈 
生成 AI は、テキスト、画像、音楽などの新しいコンテンツを生成する能力を持つ AI の一
種であり、IP 管理の効率化とイノベーションを促進するツールとして注目されています。
日本の企業は、AI の採用において米国（84.7%）やドイツ（72.7%）に比べて遅れているも
のの、2024 年時点で 46.8%の企業が生成 AI を業務に利用しており、その割合は増加傾向
に あ り ま す  ([Japanese companies lag in AI adoption, white paper 
says](https://www.japantimes.co.jp/business/2024/07/05/companies/japan-firms-ai/))。特
に、IP 部門では、大規模なデータセットの処理や分析に生成 AI が役立つとされています。 
 
日本の政府も AI の推進に力を入れており、経済産業省（METI）の Generative AI Accelerator 
Challenge（GENIAC）は、プラットフォームモデルの開発能力を高め、企業が創造性を発
揮できる環境を整備することを目指しています ([GENIAC / Ministry of Economy, Trade 
and Industry 
(METI)](https://www.meti.go.jp/english/policy/mono_info_service/geniac/index.html))。
この取り組みは、IP 管理における AI の活用を間接的に支援しています。 
 
#### 主要企業の生成 AI 活用 
具体的な事例は限られていますが、いくつかの大手企業が生成 AI を IP 関連のタスクに適
用している可能性が高いことが示唆されます。 
 
- **トヨタ**: トヨタは IT サービスデスクの効率化や車両設計に生成 AI を導入しており、
IP 部門でも特許文書の分析やポートフォリオ管理に拡張される可能性があります 
([Toyota transforms IT service desk with gen 
AI](https://www.cio.com/article/1251333/toyota-transforms-it-service-desk-with-gen-
ai.html))。例えば、特許の新規性調査や競合分析に AI を活用することで、迅速な意思決定
が可能になると考えられます。 
- **ソニー**: ソニーの AI 部門（Sony AI）は、エンターテインメント分野での生成 AI 研究
に注力しており、IP 管理にも関連する可能性があります。特に、著作権保護やコンテンツ
生成のプロセスに AI を活用していると推測されます  ([Sony AI – unleash human 



imagination and creativity with AI](https://www.ai.sony/))。 
- **NTT**: NTT は生成 AI の開発と実装に積極的で、IP 管理の効率化にも寄与していると
見られます。たとえば、特許検索やドキュメント管理に AI を活用することで、作業時間を
大 幅 に 短 縮 で き る 可 能 性 が あ り ま す  ([Japan Generative Artificial 
Intelligence](https://www.trade.gov/market-intelligence/japan-generative-artificial-
intelligence))。 
 
これらの企業は、AI 関連の特許出願数でも上位にランクインしており、NTT とソニーは生
成 AI 特許の分野で世界的に注目されています ([Patent Landscape Report - Generative 
Artificial Intelligence (GenAI)](https://www.wipo.int/web-publications/patent-landscape-
report-generative-artificial-intelligence-genai/en/2-global-patenting-and-research-in-
genai.html))。 
 
#### IP 管理における生成 AI の具体的な用途 
生成 AI は、IP 部門で以下のようなタスクに利用されています： 
- **特許検索と分析**: AI を活用して過去の特許文献を迅速に検索し、新規性や特許性の評
価を支援。 
- **ポートフォリオ管理**: 大規模な IP ポートフォリオを効率的に管理し、ライセンスや売
却の戦略を立てる。 
- **著作権管理**: AI 生成コンテンツの著作権侵害リスクを評価し、適切な保護策を講じる。 
- **ドキュメント自動化**: 特許明細書のドラフト作成や翻訳を自動化し、人間の作業負担
を軽減。 
 
これらの用途は、AI が大規模なデータセットを処理し、パターン認識や予測を行う能力を
活かしたものです。例えば、Patsnap や IP.com などのツールは、AI を活用して特許検索と
分析を支援しており、日本企業もこれらのツールを採用している可能性があります 
([Patsnap | AI-powered IP and R&D Intelligence](https://www.patsnap.com/))。 
 
#### 課題とリスク 
生成 AI の導入にはいくつかの課題もあります。たとえば、著作権侵害のリスクやデータプ
ライバシーの問題が挙げられます。日本の白書では、企業の 70%が生成 AI のポジティブな
影響（効率化など）を期待する一方で、著作権侵害やデータ漏洩のリスクも同程度懸念して
いると報告されています  ([Japanese companies lag in AI adoption, white paper 
says](https://www.japantimes.co.jp/business/2024/07/05/companies/japan-firms-ai/))。ま
た、AI 生成コンテンツの IP 保護に関する法制度も議論の対象となっており、政府はこれら
の問題に対処するためのガイドラインを策定中です ([Japan Eyes IP Protections in Era of 



Generative AI](https://japannews.yomiuri.co.jp/politics/politics-government/20230608-
114907/))。 
 
#### 市場と将来展望 
日本の AI 市場は 2023 年に 45 億ドルに達し、2027 年までに 73 億ドルに成長すると予測さ
れています  ([Japan Generative Artificial Intelligence](https://www.trade.gov/market-
intelligence/japan-generative-artificial-intelligence))。この成長は、スマートシティ、ヘルス
ケア、製造業などの分野での AI 採用を反映しており、IP 管理もその一部として進化するで
しょう。日本の企業は、AI を活用することで国際競争力を高め、IP 戦略を強化することが
期待されています。 
 
#### 比較データ 
以下は、生成 AI の採用率に関する比較データです： 
 
| 国       | 生成 AI 採用率（企業） | 生成 AI 採用率（個人） | 
|----------|---------------------|---------------------| 
| 日本     | 46.8%              | 9.1%               | 
| 米国     | 84.7%              | 46.3%              | 
| ドイツ   | 72.7%              | -                  | 
 
（ 出 典 : [Japanese companies lag in AI adoption, white paper 
says](https://www.japantimes.co.jp/business/2024/07/05/companies/japan-firms-ai/)) 
 
#### 結論 
日本企業の IP 部門における生成 AI の活用は、効率化とイノベーションの鍵となる可能性
があります。トヨタ、ソニー、NTT などの大手企業が AI を積極的に採用しており、IP 管
理にも適用されていると推測されますが、具体的な事例は公開情報が限定的です。今後、政
府の支援と技術進歩により、この分野での活用がさらに進むと予想されます。 
 
--- 
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